
現代社会（公民科）学習指導案 

 

○○高等学校    

教諭 ○○ ○○  

 

１ 学年  第１学年 

 

２ 教材  高等学校 新現代社会 

        

３ 科目名 現代社会  

 

４ 単元名  基本的人権の保障 

 

５ 単元指導計画 

（１）平等権１  法の下の平等の考え方はどのようなものか       ・・・・・・１時間 
（２）平等権２  平等な社会は実現しているか（ケーススタディを中心に）・・・・・・１時間 
（３）平等権３  条件的平等について考える              ・・・・・・１時間（本時）  
（４）自由権１  精神的自由はなぜ守られなければならないのか     ・・・・・・１時間 
（５）自由権２  身体的自由はなぜ守られなければならないのか     ・・・・・・１時間 
（６）社会権   国家はどこまで国民を守らなければならないのか    ・・・・・・１時間 
（７）新しい人権 現代社会においては、どんな人権が必要なのか 
 
６ 評価の観点と評価規準 

 
関心・意欲・態度 

 
思考・判断・表現 

 
    技   能  

 
     知識・理解  

・自由・権利と責任、平等
など人権に対する関心が高
まっている。 
・民主政治の基本原理であ
る基本的人権の尊重につい
て関心を高め，主権者とし
て自らの問題として追求し
ようとしている。 
 

・人権に関する実際の裁判
例やケーススタディにおい
て，どう判断するべきかを
主権者として自ら考察し，
公正に判断し、表現しよう
としている。 
・平等や自由など人権に関
して、幸福・正義・公正な
どを用いて、多面的多角的
に考察し、社会の変化や様
々な考え方を踏まえて公正
に判断し、表現している。 

・写真・絵などからその
意味すること、背景を読
み取ろうとしている。 
・憲法の条文や判例につ
いての情報を様々なメ
ディアを通して収集す
る。 
・収集した資料を自らの
考えをまとめることに
活用しようとしている。 

・人権規定がなぜ憲法
に定められているの
か、なぜ重要なのか，
基本的考え方を身に
付けている。 
・基本的人権の具体的内
容及び判例を理解し、そ
の知識を身に付けてい
る。 
・民主主義の目標は，基
本的人権の尊重である
ことを認識し、その考え
方を身に付けている。 

 
 
７．本時の目標 
① 憲法１４条で保障する「法の下の平等」の考え方にそって、身近な事例を使って、自分の重視す
る「公正」「公平」とは何か、について考えていく。 

② 条件の平等の考え方を理解する。  
 

８．本時の展開 

時間 学習内容 

生徒の学習活動 

教師の指導・支援 

評価規準 

【観点】（評価方法） 

導 

入 

５ 

分 

・前時の復習と学習課題の確認 

・本時の学習が公正・公平についてかんが

えることを理解する。 

・これまでに行った「幸福・正義・公正」の授業

について触れて、興味を喚起する。 

・プリント１を配布する。 



 

展 

開 

35 

分 

１ ケーススタディを読む。 

・どんなことを考えるのか、本時のケース

スタディを理解する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ケーススタディの内容を理解しやすいように説

明する。 

・ケーススタディの内容が理解できたか。 

【知識・理解】 

（観察） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ ケーススタディについての議論を読

み、それぞれの主張について公平か考え

る。 

・それぞれの主張を理解する。 

・ワーク１を利用し、５つの視点でそれぞ

れの提案が公平かどうか判断する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・プリント２（討論の様子）を配布。 

・それぞれの立場をはっきりと説明する。 

・理由を聞きながら、何を重視しての判断か、考

えさせる。 

・自分なりに公平、平等かどうか判断することが

できたか。 

【思考・判断・表現】 

（ワークシート、発問） 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 条件的平等について考える 

・それぞれの提案、意見において、何が平

等で、何が不平等なのか、考える。 

・条件的平等の考え方を示し、生徒になげかけな

がら、それぞれの提案について考える。 

・条件的平等と何か、を理解し、自分は何を重視

するのか、考えられたか。 

【知識・理解】 

【思考・判断・表現】 

（ワークシート、発問） 

＜ケースススタディ＞どうしたらよいか、考えてみよう。 

 ある学校には、購買があり、毎昼休みに１個１００円の特別価格で１０個特製サン

ドイッチを売っている。具は毎日異なり、味も抜群で量も充分である。おなじ量のサ

ンドイッチをコンビニで買うと３００円ぐらいする。購買では、販売数を男子５個、

女子５個と決めている。 

 そして、毎日この特製サンドイッチ争奪戦が繰り広げられている。４時間目の授業

が終わると購買に生徒が駆け込んで先着順に特製サンドイッチをゲットしている。結

果はほぼ毎日３年の運動部の特定の男子、女子がこの特製サンドイッチを手にしてい

る状況が続いている。いつももうちょっとの３年生の男子や１、２年生から文句が出

て、売り方を改善してほしいとの要望が出た。 

購買は１階にあり、２階３年、３階２年、４階１年の教室配置である。生徒の男女

比は、各学年とも男子６割女子４割である。学校では、授業終わりのチャイムまで教

室から出てはいけないことになっている。 

ワーク１ それぞれの提案を考えて、不公平、不平等かどうか、考える 

① 購買までの距離の違いで買えるかどうか決まるのは不公平。 

② 男女の枠は不公平。 

③ 高い値をつけた人から買えるのは不公平。 

④ 傷がいがある者を優遇するのは不公平。 

⑤ 成績のよい者を優遇するのは不公平。 



ま 

と 

め 

10 

分 

・解決策をカルタ（型）を利用して、まと

める。３段階思考法（フィンランド・メソ

ット 超「読解力」田中博之）を参照にし

て作成したカルタでまとめ、ワークシート

に記入する。 

（年間をとおして、授業の最後に、３段階

思考法を繰り返し行い、訓練していく。）

自分なりの解決策を示し、感想を書く。 

 

・ワークシート「私の案は、【１     】と

である。まず、【２     】である。次に

【３        】である。最後に（従って、

このように）【４      】と考える。」を利

用し、【１】には自分考えを、【２】【３】にはそ

の根拠を示し、【４】でまとめる。 

・自分が何を重視するのか、を考えて書くように

指示する。 

【思考・判断・表現】 

（ワークシート） 

 



現代社会意見ワークシート
年 組 番

名前（ ）

私の案は、

１

である。

まず （一つめの根拠は）、

２

。である

次に （２つめの根拠は）、

３

である。

最後に（従って、このように）

４

と考える。








